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研究成果の概要（和文）：　神戸市看護大学と神戸市外国語大学が、医療通訳・コーディネータの教育プログラムを共
同開発し、実践して効果を検証した。①全国の看護系・外国語系学部対象の質問紙調査の結果、開講中の大学はないが
、約25%が育成は大学の役割だとした。②神戸の医療機関への聞き取りの結果、NPOによる医療通訳制度があるが、拡大
が課題だとした。③国内外の教育機関と医療通訳士協議会のカリキュラムをモデルに、学生向け講座および市民向け講
座を開講した結果、演習拡大が課題だとわかった。

研究成果の概要（英文）：Kobe City College of Nursing and Kobe City University of Foreign Studies 
developed, implemented, and evaluated an educational program to educate medical interpreters and 
coordinators. An inventory of departments of nursing and foreign studies in Japanese universities was 
conducted. No university surveyed had an educational program for that purpose, but approximately 25% of 
the universities thought that it would be appropriate for universities or graduate schools to take up 
that role. Personnel at medical institutions in Kobe were interviewed. A medical interpreter system by an 
NPO functions effectively but there is a problem spreading it to other medical institutions. On the basis 
of the 40-hour program of Japan Association of Medical Interpreters, we developed the program. 
Educational courses were implemented for both professional and non-professional medical interpreters and 
coordinators. We found that they were effective, but that more practical training should be incorporated.
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  １版



１．研究開始当初の背景 

(1) 1990 年代以降、グローバル化が進展す

るにつれ、国内の定住外国籍市民が急速に

増加している。平成 16 年に外国人登録者

数が 200 万人を超えてからも、外国籍市民

の定住化は長期にわたって増加傾向にある。

それに伴って、彼らが医療・保健・福祉の

分野で言葉の壁に直面するケースが、以前

とは比較にならないほど増えている。 

  また短期的滞在の旅行者も増加している。

外国人旅行者は平成 25 年に年間 1,000 万

人を突破した。またメディカルツーリズム

による外国人患者の受け入れも始めている。

特に神戸市では、平成 26 年 3 月に兵庫県

が京都府・大阪府とともに「国家戦略特区」

に指定され、「国家戦略特別区域高度医療提

供事業」が国の認定を受けたことから、高

度医療を求める外国人患者の急増が見込ま

れている。 

 (2) このような動きの中で、医療現場にお

ける外国人利用者の言語的不安や情報不足

への対応が喫緊の課題となっていることか

ら、これらの問題を直接的に解決する存在

として、医療通訳やその連携・調整（コー

ディネーション）を行う人材が急速に必要

性を増している。医療通訳業務は、高度な

語学力や通訳技術のみならず、医学用語や

医療制度、医療文化についての専門的知識

が必要である。そのため、外国人の文化的

背景や特性を理解し、他の医療スタッフ等

との連携・調整を行う看護職（保健師・助

産師・看護師）が「多文化医療コーディネ

ーター（仮称）」として機能を果たすことは、

円滑で質の高い医療通訳業務の遂行にとっ

て極めて意義が大きい。 

(3) こうした背景から、神戸市看護大学と神

戸市外国語大学では、大学教育において医

療通訳・コーディネーターを育成するため

の教育プログラムの開発を行うと同時に、

実際に開講することによってその効果を実

証した。 

 

２．研究の目的 

①全国の看護系大学と外国語系の大学・大

学院の医療通訳に関する教育の現状を明

らかにする。 

②神戸市域での医療機関における医療通訳

の実態とニ－ズを明らかにする。 

③国内外の医療通訳・コーディネーターの

実践例および教育例を調査する。 

④これらに基づいて医療通訳並びに多文化

医療コーディネーターの教育プログラムを

開発、実践し、評価する。 

 

３．研究の方法 

①研究目的①については、全国の看護系、

外国語系大学を対象にしたアンケ－ト調査。 

②研究目的②については、神戸市内の外国

人を多く受け入れている医療機関に聞き取

り調査。 

③研究目的③については、海外、国内の教

育機関のプログラムを調査するとともに、

実際に受講した。 

④研究目的④については、学生向け講座、

市民向け講座をそれぞれ開講し、授業後の

アンケート調査と聞き取り調査によって検

証した。 

 

４．研究成果 

①全国の看護系大学、外国語系大学を合わ

せて、339校のうち、111校（32.7％）から

の回答によると、両領域の大学、大学院と



も、医療通訳・コーディネーター養成のた

めの授業科目を設置している大学はなかっ

た。それに関連する授業科目は、看護系大

学では半数以上の大学が設置していた。科

目としては、英語関連が多く、異文化・多

文化に関する科目や国際保健に関する科目

等、多岐にわたっていた。おおむね 4 分の

1弱の大学が、また４分の１強の大学院が、

医療通訳・コーディネーター養成を、自ら

の役割だと考えていた。しかし、現時点で

の教育は困難との回答であった。 

②神戸市内の外国人を多く受け入れている

医療機関に聞き取り調査を行い、医療通

訳・コーディネーターのニーズを調査した。

現在、FACILという NPOによる医療通訳

制度が有効に機能しているが、他の医療機

関に拡大するという課題がある。 

③海外、国内の教育機関のプログラムを調

査し、カリキュラムを立案した。医療通訳

士協議会が定めた 40 時間のプログラムを

モデルに、実施可能なカリキュラムを作成

した。 

④学生向けの医療通訳・コーディネーター

教育を実施し、教育効果を検証した。概ね

効果的であったと評価できるが、演習の比

率を高める必要がある。市民向けの医療通

訳・コーディネーター教育を実施し、教育

効果を検証した。予想を上回る受講申し込

みがあり、教育プログラムも概ね好評であ

ったが、実践的な演習を希望する声が多か

った。 

⑤2014年10月25日に神戸市西区において、

シンポジウム「大学における医療通訳・コ

ーディネーター育成の課題と可能性」を行

った。基調講演として楊承淑（輔仁大學）

氏を招き、台湾における医療通訳育成に、

大学が果たした役割を報告していただいた。

また、シンポジウムとして、松葉祥一（神

戸市看護大学）、糸魚川美樹（愛知県立大学）、

瀧澤清美（群馬大学）、青山亨（東京外国語

大学）、中田研（大阪大学）の各氏が、各大

学における医療通訳・コーディネーター育

成の現状と課題および将来の展望について

報告と討論を行った。 

⑥2015 年 3 月に、11 本の論文を収めた成

果報告集『医療通訳・コーディネーターの

育成：大学教育カリキュラムの可能性』(金

川克子編、神戸市看護大学、2015 年)を出

版し、関係各所に配布した。 

 今後の課題として、次の 4 点があげられ

る。 

①実践教育の強化：学部学生向け、市民向

けのいずれの講座も、演習を拡充し、上記

の 40時間講義に近づけたい。 

②医療通訳制度の確立：医療通訳の認定制

度や、費用負担、医療通訳派遣制度など、

公的制度の整備のために政策提言を行って

いく必要がある。 

③医療通訳の認知度の向上：医療施設及び

一般市民に対して、専門的な医療通訳の必

要性と効果を訴えていく必要がある。 

④医療通訳に関する研究：研究機関の役割

として、外国籍市民と医療に関する研究を

行う必要がある。 
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